
日時  平成28年9月6日 （火）13：00～17：00 

会場  日本医療機能評価機構 9階ホール（東京都千代田区） 

対象  会員病院にご所属で、院内の施設管理や医療安全の 
    ご担当者様または病院の施設整備に携わる方 

定員  50名（抽選により参加者を決定します） 

      ※複数名で申し込まれる場合には、異なる職種の方でお申し込みください。 
        ※本セミナーの趣旨を踏まえ、抽選では職種を考慮させて頂きます。予めご了承ください。 

形式  ワークショップ  

             
 
 
 
 
 
 

 

費用  無料 

申込   当協議会ホームページ（https://www.psp-jq.jcqhc.or.jp/） 

     よりお申し込みください。 

募集期間 平成28年７月19日（火）～平成28年7月31日（日） 

お問い合わせ 

（公財）日本医療機能評価機構 評価事業推進部 古川・木村 ℡ 03-5217-2326（直通） 

施設・環境・設備安全部会は、医療現場の職員と建築の専門家両方の立場から、患

者安全のために必要な施設・環境・設備に関する知見の共有や多くの医療機関で陥って

いる課題を検討し、安全な施設環境を推進することを目的に活動しています。 

このたび、東京でワークショップ形式のセミナーを開催いたします。具体的な事例をもとに

施設環境に関する問題について一緒に考えます。本セミナーを通して得た知見や対策の

考え方などを院内の施設環境を整備される際にお役立てください。 

※ご登録いただいた個人情報は、当機構の個人情報保護方針に基づき安全かつ適正に管理いたします。 

平成２８年度 第２回施設・環境・設備安全セミナー 
～事例から考える物的環境に関する医療安全～ 

【事例のタグ付け作業】 

小グループに分かれ、物的環境と関連があると考えられる具体的な事例の
発生内容、発生場所、発生要因、対策等を整理・分類します。 

【物的環境から発生要因・対策等を深く掘り下げる】 

物的環境から患者安全を考える際に教訓となると思われる事例について、
様々な視点（多職種の立場）から対策などを深く掘り下げて協議します。 

 ※協議に際しては、建築の専門家からアドバイスを受けられます。 

  ※施設・環境・設備安全部会の部会員が各グループにファシリテーターとして入ります。 



お問い合わせ 

（公財）日本医療機能評価機構 評価事業推進部 古川・木村 ℡ 03-5217-2326（直通） 

※ご登録いただいた個人情報は、当機構の個人情報保護方針に基づき安全かつ適正に管理いたします。 

平成２８年度 第２回施設・環境・設備安全セミナー 

【プログラム】 

１３：００～１３：３０  開会挨拶・施設・環境・設備安全部会の活動について 

       筧 淳夫（工学院大学 建築学部 建築デザイン学科 教授 

/施設・環境・設備安全部会 部会長） 

 

１３：３０～１３：4５  導入講演（ワークショップの進め方等の説明） 

                    

１３：４５～１４：２０  グループワーク（前半） 

             事例のタグ付け作業（15分）、協議（20分） 

 

                     

ファシリテーター（施設・環境・設備安全部会 部会員） 

１４：２０～１４：４０  中間発表 

（休憩10分）  

１４：５０～１５：４０  グループワーク（後半） 

      協議 

 

       ファシリテーター（施設・環境・設備安全部会 部会員） 

（休憩10分） 

１５：５０～１６：５０   全体発表・協議 

１６：５０～１７：００  総括・閉会挨拶 

             筧 淳夫（工学院大学 建築学部 建築デザイン学科 教授 

/施設・環境・設備安全部会 部会長） 

※プログラム内容については予告なく変更する場合があります。予めご了承ください。 


